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(質問紙集計結果から）

児童： それぞれのの設問で「そう思う」とプラスの回答をしている児童が全体の５０％を超している項目がほとんどである。
→　学校生活において概ね満足している児童が多い。
→５０％に満たない設問２「発言の仕方、話の聞き方」、設問１０「家庭学習」については、今後継続的な指導を積み重ねていく必要がある。

設問１１「丁寧な言葉づかい」、設問１３「学ぶ環境」について「そう思う」と回答している児童が増えている。
→　学校生活の環境が整い、生活しやすい、学びやすい環境になっている。

保護者： 経年変化を見る上で、大きな変化は見られ栖、例年と同様の傾向となっている。
→　安定した学校生活が進められていると捉えている。

設問１６「安全な登下校」、設問２１「地域に迷惑を掛けない指導」について、「そう思う」と回答している保護者が前年より増えている。
→　 学校での継続的な指導が児童に定着し、（児童の「安全な登下校」の回答でも同様の傾向が見られる）保護者への理解が増している。

設問４「タブレットの活用」について、「そう思う」と回答している割合が減っている。
→　活用当初は、目新しさもあり、意識している保護者も多かったので、機会を見つけて活用状況をお伝えしていく。
→　学校生活での慣れてきていることと、タブレットを使う上での約束事等の周知徹底をはかることが必要である。

職員： 全体的に昨年度と比べ、「そう思う」と回答している割合が多くなっている。
→　他人事ではなく、指導者としての意識の高まりや、学校運営の一員としての自覚が見られる。
→　PTA、地域への協力の部分については、コロナ禍の状況もあり、連携が十分とりづらい状況である。できることから進めていきたい。

設問４「タブレットの活用」については、「そう思う」と回答している職員が増えている。
→　まず使ってみようという意識が高まり、授業時に活用したり、授業配信に活用したりする場面が増えてきた。

設問８「体力向上」については、「そう思う」と回答している職員が減っている。
→　コロナ禍の状況でできることから、少しずつ進めていくことが必要である。


